＜津波浸水動画の説明＞

１　津波の動き

対象となる『津波の動き』は，想定される南海トラフ巨大地震のうち，県内で津波による被害が最大となるケースを示しています。

本動画では，地震直後の地盤変動で広島県沿岸部は潮位が下がりますが，地震によっては，地震直後の潮位が上がる場合もあります。

２　浸水の状況

　『浸水状況』の動画は，南海トラフ巨大地震のうち，各市町で津波による被害が最大となるケースでシミュレーションした結果を示しています。
初期潮位や地盤，各構造物の条件は，以下のような悪条件を設定しています。
～設定条件～

· 初期潮位は，年間最高潮位＊1として設定

· 地震による地盤の沈下を考慮

· 護岸や堤防等は，構造物が機能しない場合＊2を想定

＊1：年間最高潮位は，広島県沿岸の潮位観測所における年間最高潮位（過去5年間の最大と最小を除いた平均値）のデータを参考に決定しています。最も厳しい条件を想定し，潮汐等の潮位変動は考慮せず，初期潮位の年間最高潮位が継続している状態を設定しています。
＊2：構造物が機能しない場合として，地震発生後３分で護岸は破壊され堤防は地震前の25%の高さまで沈下するものとし，越流すると構造物が破壊される条件を設定しています(破壊後は構造物がない状態としています)。
３　留意点

『浸水状況』の動画は，各市町で被害が最大となるケースを示しています。そのため，三原市・尾道市・福山市における『浸水状況』の動画は，県内で津波による被害が最大となるケースの『津波の動き』と対応するものではありません。
また，本動画は，南海トラフ巨大地震のうち，各市町で津波による被害が最大となるケースでシミュレーションした結果を示しているため，広島県沿岸に最大クラスの津波をもたらすと想定される津波断層モデル及び津波到達時間が短いと想定される津波断層モデルの各ケースのシミュレーション結果の重ね合わせである「広島県津波浸水想定図」とは，浸水域，浸水深が合致しません。

